
みんなの力と団結で
更なる組織増勢と発展を

舩
津
委
員
長
勇
退

新
た
に
田
上
一
郎
委
員
長
を
選
出

は
じ
め
に
、
寺
田
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
組
合
員
に
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。
大
会
諸
役
員
の
選
出

が
あ
り
、
里
資
格
審
査
委
員
長

の
報
告
を
受
け
、
大
会
の
成
立

が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
議

長
に
は
、
諫
早
支
部
の
林
代
議

員
と
佐
世
保
中
央
支
部
の
大
島

代
議
員
を
選
出
。

本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

舩
津
委
員
長
は
、
は
じ
め
に
四

月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て

推
薦
議
員
十
四
名
を
議
会
に
送

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
へ
の
御

礼
と
、
組
織
に
つ
い
て
四
年
連

続
で
の
純
増
に
対
し
て
感
謝
を

述
べ
ら
れ
た
後
、「
今
大
会
で

退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
協
力
に
対
し
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
」「
令
和
と
い
う
新
し
い
年

号
の
も
と
、
組
合
員
皆
様
方
の

益
々
の
お
力
添
え
と
団
結
で
諸

活
動
の
充
実
を
図
り
、
組
織
の

強
化
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
魅

力
あ
る
組
合
作
り
を
進
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
、
労
働
団
体
、

各
政
党
、
九
州
各
県
連
代
表
の

方
々
に
参
加
頂
き
、
代
表
し
て

四
名
の
方
よ
り
連
帯
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

全
建
総
連
よ
り
田
口
書
記
次

長
が
出
席
。
各
県
連
の
組
織
拡

大
の
状
況
、
建
設
業
界
の
処
遇

改
善
・
担
い
手
確
保
を
目
的
と

し
た
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
情
勢
報

告
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
頂
き

ま
し
た
。

拡
大
表
彰
で
は
、
年
間
拡
大

目
標
・
年
間
純
増
を
達
成
し
た

九
支
部
を
表
彰
し
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
三
十
年

度
活
動
経
過
報
告
と
会
計
決
算

報
告
、
令
和
元
年
度
運
動
方
針

案
、
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
質
疑
応
答
の
後
、
拍

手
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
田
中
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
令
和
元
年
度

役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、

田
上
委
員
長
、
井
手
副
委
員
長

が
新
任
と
な
っ
た
他
、
新
執
行

部
五
十
一
名
が
、
全
員
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
舩
津
栄
市
前
委
員
長

田
中
秀
則
前
副
委
員
長
の
他
三

名
が
退
任
。
田
上
新
委
員
長
よ

り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

新
執
行
部
を
代
表
し
て
田
上

委
員
長
は
「
組
合
員
の
仕
事
と

健
康
を
守
り
、
若
い
人
に
魅
力

あ
る
建
設
業
と
組
合
作
り
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
議
長
よ
り

十
二
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

読
み
上
げ
ら
れ
出
席
者
全
員

の
拍
手
で
採
択
。

続
い
て
、
大
会
宣
言
「
本

大
会
で
決
定
し
た
運
動
方
針

に
則
し
て
全
力
で
推
進
す

る
」
と
方
山
青
年
部
長
が
高

ら
か
に
読
み
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
、
伊
藤
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
田
上
執
行
委

員
長
の
発
声
で
「
団
結
頑
張
ろ

う
」
を
三
唱
し
て
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
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建
設
労
働
者
の
仕
事
確
保
、
賃
金

労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
そ
う
！

－

魅
力
あ
る
建
設
業
の
未
来
の
た
め
に－

「
み
ん
な
の
力
と
団
結
で
組
織
増
勢
を
図
り
、

仕
事
確
保
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
そ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
七
十
四
回
定

期
大
会
が
、
七
月
十
四
日
長
崎
新
聞
社
ア
ス
ト
ピ

ア
で
開
催
。
執
行
部
、
組
合
代
議
員
、
来
賓
、
書

記
局
の
二
三
〇
名
が
参
加
し
、
組
織
強
化
・
仕
事

確
保
な
ど
新
年
度
運
動
方
針
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

大
会
出
席
者
数

代
議
員

一
一
一
名

執
行
部

五
一
名

書
記
局

四
二
名

来
賓

二
六
名

合
計

二
三
〇
名

来
賓
紹
介

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

全
建
総
連

書
記
次
長

田
口

正
俊

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

原
口

俊
一

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

有
村

雄
治

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

小
林

博
文

連
合
長
崎

会
長

宮
﨑

辰
弥

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

議
長

松
田

圭
治

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

書
記
長

加
世
田
和
志

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

本
部
長

森
田

孝
徳

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ（
全
労
済
）長
崎
推
進
本
部

本
部
長

森

光
一

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

松
尾

清
弘

国
民
民
主
党
長
崎
県
総
支
部
代
表
代
行

衆
議
院
議
員

西
岡

秀
子

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
県
議
会
議
員

坂
本

浩

長
崎
県
議
会
議
員

宮
島

大
典

長
崎
県
議
会
議
員

山
口

初
實

長
崎
県
議
会
議
員

堤

典
子

長
崎
県
議
会
議
員

饗
庭

敦
子

長
崎
市
議
会
議
員

野
口

達
也

長
崎
市
議
会
議
員

池
田

章
子

佐
世
保
市
議
会
議
員

古
家

勉

島
原
市
議
会
議
員

草
野

勝
義

西
海
市
議
会
議
員

清
水

正
明

長
建
木
材
供
給
株
式
会
社

顧
問

水
蘆

孝
巳

元
執
行
委
員
長

前
田

富
雄

全建総連 書記次長
田口正俊 氏

衆議院議員
西岡秀子 氏

長崎県議会議員
坂本 浩 氏

連合長崎会長
宮﨑辰弥 氏
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諸
活
動
の
充
実
を
図
り
、魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
を
進
め
る

執行委員長あいさつ

舩津栄市 氏

本
日
は
、
早
朝
よ
り
大
変
足

元
の
悪
い
中
、
県
下
各
地
よ
り

ご
参
集
頂
き
ま
し
た
代
議
員
の

皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。

ま
た
、
公
私
共
に
大
変
ご
多

忙
の
中
、
全
建
総
連
田
口
書
記

次
長
様
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓

の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た

事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
梅
雨
入
り
は
遅
い
梅

雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
先

月
末
か
ら
今
月
四
日
に
か
け
て

九
州
南
部
を
中
心
に
、
九
州
全

域
で
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
四
月
、
五
月
の
統
一
自

治
体
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
御
支
援
と
お
力
で
県
議
、

市
議
、
町
議
、
市
長
を
含
め
十

四
名
の
推
薦
議
員
を
議
会
に
送

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
今

行
わ
れ
て
い
ま
す
参
議
院
選
挙
、

組
合
推
薦
候
補
の
長
崎
選
挙
区

白
川
あ
ゆ
み
、
比
例
区
社
民
党

の
吉
田
た
だ
と
も
の
勝
利
に
向

け
、
ご
支
援
と
お
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

組
合
は
昨
年
の
大
会
か
ら
こ

の
一
年
間
、
組
合
員
、
ご
家
族

の
お
力
を
頂
き
な
が
ら
運
動
方

針
に
基
づ
き
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

特
に
、
冒
頭
に
寺
田
副
委
員

長
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
が
組
織

拡
大
に
お
い
て
は
、
各
支
部
の

熱
心
な
取
り
組
み
で
、
年
間
加

入
目
標
四
〇
〇
名
拡
大
を
三
年

連
続
で
達
成
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
し
、
組
織
純
増
に
お
き
ま

し
て
も
昨
年
の
三
十
五
名
を
上

回
る
九
十
四
名
の
純
増
を
図
っ

て
い
た
だ
き
、
四
年
連
続
の
組

織
純
増
で
今
大
会
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
組
合
員
皆
様

の
ご
奮
闘
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

長
建
国
保
の
安
定
運
営
に
欠

か
せ
な
い
補
助
金
の
獲
得
運
動

で
は
、
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
の
ハ
ガ
キ
要
請
活

動
等
に
よ
り
、
前
年
同
額
の
現

行
補
助
水
準
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
の
景
気
で
ご
ざ
い
ま
す

が
米
中
に
よ
る
関
税
摩
擦
と
い

い
ま
す
か
、
貿
易
摩
擦
。
ま
た
、

日
韓
関
係
も
最
悪
の
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
景
気
は
昨
年
秋
か
ら
「
足

ぶ
み
状
態
」「
悪
化
」
な
ど
景

気
判
断
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
政
府
は
依
然
「
景
気

は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」

と
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
多
く
の
方
々
は
景

気
回
復
の
実
感
が
な
く
、
個
人

消
費
も
依
然
低
調
な
ま
ま
で
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
建
設
産
業
に
お
い
て

も
、
国
交
省
が
建
設
技
能
労
働

者
の
確
保
や
労
働
条
件
の
改
善

策
と
し
て
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
を
こ
の
七
年
間
で
四
八

％
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
ゼ
ネ
コ
ン
や
大
手
住

宅
メ
ー
カ
ー
が
、
こ
こ
数
年
最

高
益
を
上
げ
て
い
る
一
方
、
重

層
下
請
の
現
場
で
働
く
建
設
労

働
者
の
賃
金
は
数
％
し
か
上

が
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
、

こ
の
事
が
私
た
ち
町
場
の
賃
金

や
単
価
に
反
映
し
て
こ
な
い
の

が
現
状
で
す
。
組
合
は
全
建
総

連
、
九
地
協
と
共
に
国
や
行
政
、

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
に
対
し
、
適
正

な
賃
金
、
単
価
、
労
働
条
件
の

改
善
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
満

足
な
結
果
は
中
々
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
後
も
引
き
続
き
要
請
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
県
や
自
治
体
に
対
し

私
た
ち
の
職
域
で
あ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
す
る
助
成

制
度
に
つ
い
て
も
、
継
続
と
拡

充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
は
、
大
規
模

災
害
時
に
被
災
者
に
安
心
し
て

提
供
で
き
る
応
急
仮
設
木
造
住

宅
建
設
の
た
め
の
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県

と
全
木
協
で
災
害
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
多
く
県
民
の
皆
様
に
組

合
や
建
設
技
能
者
の
取
り
組
み

を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

三
年
ぶ
り
に
運
動
会
も
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
組
合
員
、

家
族
の
親
睦
と
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
四
月
か
ら
は
、
国
交
省

や
ゼ
ネ
コ
ン
が
進
め
て
い
る
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

が
本
格
始
動
い
た
し
ま
し
た
が
、

組
合
で
も
、
こ
の
制
度
が
今

後
の
建
設
技
能
者
の
育
成
や

技
能
評
価
、
処
遇
改
善
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
の
で
、
登
録
申
請
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
私
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
大
会
で
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
建
設

産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

技
能
労
働
者
や
担
い
手
不
足
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
生
産
性

の
効
率
化
、
外
国
人
労
働
者

の
就
労
拡
大
な
ど
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、
令
和
と
い
う
新
し

い
年
号
の
も
と
、
組
合
員
皆
様

方
の
お
力
添
え
と
団
結
で
、
諸

活
動
の
充
実
を
図
り
、
魅
力
あ

る
組
合
づ
く
り
を
進
め
、
組
織

の
強
化
拡
大
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
特
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
執
行
部
を
代
表
し
て

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

1
組
織
の
力
を
結
集
し
、
年
間
4
0
0
名
の
拡
大
目
標
達
成
と
純
増
1
0
0
名
を
め
ざ
そ
う
。

2
組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
内
部
強
化
を
図
ろ
う
。

3
青
年
部
の
育
成
と
主
婦
会
の
親
睦
を
図
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展
さ
せ
よ
う
。

4
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
活
用
で
仕
事
確
保
を
め
ざ
そ
う
。

5
建
設
業
界
の
変
革
に
対
応
し
、
賃
金
引
き
上
げ
と
労
働
条
件
の
改
善
を
図
ろ
う
。

6
技
術
の
研
鑚
と
資
格
取
得
を
推
進
し
、
技
能
労
働
者
の
地
位
向
上
に
活
か
そ
う
。

7
長
建
国
保
の
国
庫
補
助
金
を
確
保
し
、
生
命
と
健
康
を
守
ろ
う
。

8
助
け
合
い
共
済
の
健
全
運
営
で
、
福
祉
共
済
の
充
実
を
図
ろ
う
。

9
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
労
働
災
害
撲
滅
を
め
ざ
そ
う
。

10
大
衆
増
税
に
反
対
し
、
納
税
者
の
権
利
を
確
立
し
よ
う
。

11
機
関
紙
「
建
設
長
崎
」
を
み
ん
な
が
読
む
新
聞
に
し
よ
う
。

12
憲
法
改
悪
に
反
対
し
参
議
院
選
挙
に
勝
利
す
る
と
と
も
に
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
。

第74回定期大会 スローガン

大会諸役員

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員

西
岡

秀
子

長
崎
県
議
会
議
員西

川

克
己

長
崎
県
議
会
議
員山

田

博
司

長
崎
市
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
市
長

園
田

裕
史

島
原
市
市
長

古
川
隆
三
郎

南
島
原
市
市
長

松
本

政
博

佐
世
保
市
市
長

朝
長

則
男

松
浦
市
市
長

友
田

吉
泰

平
戸
市
市
長

黒
田

成
彦

時
津
町
町
長

吉
田

義
德

長
与
町
町
長

吉
田

愼
一

全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

工
藤
政
志
郎

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

髙
橋
清
一
郎

（
一
社
）宮
城
県
建
設
職
組
合
連
合
会
会
長

池
田

康
明

秋
田
建
築
労
働
組
合
組
合
長

佐
々
木
澄
夫

山
形
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

佐
藤

四
男

福
島
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

清
水

恵
蔵

茨
城
県
建
築
連
合
会
執
行
委
員
長

中
野

進

群
馬
県
建
築
業
組
合
連
合
会
会
長

森
田

良
雄

建
設
埼
玉
中
央
執
行
委
員
長

中
村

正
雄

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

齊
藤

顕

全
建
総
連
千
葉
県
連
合
会
執
行
委
員
長

鈴
木

友
則

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

鈴
木

徳
男

全
建
総
連
東
京
都
連
合
会
執
行
委
員
長

菅
原

良
和

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

仲
野

和
則

山
梨
県
建
設
組
合
連
合
会
会
長

中
村

春
彦

長
野
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

中
山

英
治

全
建
総
連
岐
阜
建
設
労
働
組
合
県
本
部
執
行
委
員
長

小
林

裕

全
建
総
連
静
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

鈴
木

和

愛
知
県
建
築
組
合
連
合
会
会
長

尾
崎

立
司

全
愛
知
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

大
澤

悟

三
重
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

杣
川

光
孝

全
京
都
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

吉
岡

徹

大
阪
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

関
谷

英
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
会
長

貴
田

博
明

奈
良
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中

巌

奈
良
県
建
設
業
振
興
会
代
表
理
事

梅
田

宗
春

和
歌
山
建
設
労
働
組
合
組
合
長

坂
本

和
美

鳥
取
県
建
築
連
合
会
会
長

池
田

勝
美

一
般
社
団
法
人
島
根
県
建
築
組
合
連
合
会
会
長

足
立

好
郎

岡
山
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

池
田

邦
一

広
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

岩
田

忠
二

建
設
山
口
執
行
委
員
長

吉
村

修

徳
島
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

佐
野

仙
二

フ
レ
ッ
セ
執
行
委
員
長

大
地

均

香
川
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

中
西

孝
司

愛
媛
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

石
川

豊
明

高
知
県
建
設
労
働
組
合
組
合
長

西
岡

良
介

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
執
行
委
員
長

江
口

謙
二

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長

小
林

博
文

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
執
行
委
員
長

木
村

正

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合
執
行
委
員
長

有
村

雄
治

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
執
行
委
員
長

西

友
三
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合
執
行
委
員
長

皆
元

鐵
夫

◆大会議長◆

大島 𠮷博（佐世保中央支部）

◆大会書記◆

森 一公（西彼支部書記長）

◆選挙管理委員長

田中 秀則

林 崇（諫早支部）

里 雄二郎

德永 輝斗（東長崎支部担当）

◆大会運営委員長兼
資格審査委員長
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各
種
表
彰

（
敬
称
略
）

▲
北
松
支
部

（
年
間
純
増
7
名
）

▲
中
央
支
部

（
年
間
純
増
8
名
）

▲
大
浦
支
部

（
年
間
純
増
9
名
）

▲
西
彼
支
部

（
年
間
純
増
12
名
）

▲
浦
上
西
支
部

（
年
間
純
増
19
名
）

▲
大
村
支
部

（
年
間
純
増
20
名
）

▲
島
原
支
部

（
年
間
純
増
25
名
）

▲
諫
早
支
部

（
年
間
純
増
31
名
）

大 会 宣 言
私たちは本日、建設長崎第74回
定期大会を開催し新年度の運動方
針として組織の強化と拡大、仕事
確保で生活を守り、技能労働者の
地位の向上を目指し、社会保障を
拡充させ、労働災害を撲滅する事
を中心とした取り組みを決定した。

国土交通省は公共工事設計労務単価を7年連続
で引き上げているが、現場で働く労働者まで浸透
していないのが現状である。
また、労務単価には事業主が負担すべき金額は
含まれていないことから、下請代金に必要経費分
を計上しないことは不当行為である。
国や建設業界は若年入職者の減少と高齢化が進
んでいる事を踏まえ、将来の担い手確保と生産性
の向上を施策として社会保険適用の強化、建設
キャリアアップシステムの導入、働き方改革によ
る週休二日制の実施と長時間労働の是正等、技能
労働者の処遇改善を進めているが現状は厳しいも
のがある。
政府は、「輸出業や製造業の一部に弱さがみら
れる」と景気判断を下方修正しているが、それで
も「景気は穏やかに回復している」と発表してい
る。
私たちの仕事と生活は、依然、厳しいままであ
る。それでも10月に消費税増税を実施する姿勢を
崩していません。
私たちが要望してきた住宅リフォーム助成制度
は仕事確保につながり、大きな経済波及効果をも
たらしている。今後も県下各自治体に住宅リ
フォーム助成制度の創設・拡充を要請し、地域に
根ざした地元工務店の受注機会と適正価格の回復
で若手技能後継者が育つ賃金・労働条件の環境づ
くりをめざしていかねばならない。
そして、私たちの生命と健康を守る建設国保は、
建設労働者にとって最も適した健康保険として、
建設国保の育成強化を求める運動を推進してきた。
私たちは建設国保の現行補助水準の獲得と医療
保険制度の一元化に反対し、全国の仲間と共に建
設国保を守る運動に全力で取り組んでいく。
組織を増やす運動では400名の仲間を拡大し、
あわせて年間100名の増勢をめざす事を目標に、
「みんなの力と団結で組織増勢を図り、仕事確保、
賃金労働条件の改善をめざそう！」をメインス
ローガンとして、本大会で決定した運動方針に
則って全力で推進することを宣言する。

令和元年7月14日
長崎県建設産業労働組合第74回定期大会

◎
島
原
支
部

小
田

重
昭
さ
ん
（
11
名
）

◎
浦
上
西
支
部

下
川

孝
貴
さ
ん
（
8
名
）

◎
浦
上
西
支
部

山
本
謙
一
郎
さ
ん
（
6
名
）

▲
田
中
秀
則

前
副
委
員
長

（
浦
上
東
支
部
）

▲
小
林
健
治

前
支
部
長

（
佐
世
保
北
支
部
）

▲
舩
津
栄
市

前
委
員
長

▲
村
上
昌
也

前
青
年
部
長

（
諫
早
支
部
）

▲
平
出
壽
夫

前
会
計
監
査

（
浦
上
西
支
部
）

長
年
に
渡
り

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た

▲
瀬
尾
友
謙
さ
ん

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

▲
山
下
政
樹
さ
ん

（
北
松
支
部
）

役
職
名

氏

名

出
身
支
部

職

種

◎
執
行
委
員
長

田

上

一

郎

浦

上

西

専

従

◎
副
執
行
委
員
長

石

田

哲

雄

浦

上

西

専

従

◎
副
執
行
委
員
長

佐

藤

圭

介

浦

上

東

専

従

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

東

長

崎

大

工

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

平

戸

大

工

副
執
行
委
員
長

伊

藤

一

廣

大

村

大

工

◎
副
執
行
委
員
長

井

手

保

西

彼

左

官

◎
書

記

長

西

平

博

之

浦

上

西

専

従

◎
書
記
次
長

若

杉

孝

雄

中

央

専

従

執
行
委
員

大

賀

修

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池

田

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

本

多

常

秋

中

央

型
枠
大
工

執
行
委
員

馬

渡

鉄

洋

中

央

大

工

執
行
委
員

北

村

五

男

大

浦

左

官

執
行
委
員

平

山

正

則

大

浦

大

工

執
行
委
員

小

宮

清

治

市

南

大

工

執
行
委
員

山

下

洋

二

市

南

鳶

工

執
行
委
員

里

澄

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山

村

篤

司

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

佐

藤

昭

彦

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

村

岡

広

明

浦

上

西

左

官

執
行
委
員

田

崎

順

一

浦

上

東

畳

工

執
行
委
員

野

口

耕

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

岩

崎

喜
三
郎

西

彼

大

工

◎
執
行
委
員

中

尾

豊

西

彼

大

工

執
行
委
員

木

下

忠

明

諫

早

大

工

執
行
委
員

後

田

博

幸

諫

早

建
具
工

執
行
委
員

中

尾

政

男

大

村

大

工

執
行
委
員

一

瀬

純

男

大

村

畳

工

執
行
委
員

山

田

哲

夫

島

原

大

工

執
行
委
員

城

祐

輔

島

原

大

工

執
行
委
員

宮

野

喜

吉

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

本

田

英

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

執
行
委
員

長

島

則

行

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福

田

栄

治

佐
世
保
北

大

工

◎
執
行
委
員

柚

元

美

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

須

藤

輝

久

北

松

大

工

執
行
委
員

近

藤

力

也

北

松

大

工

執
行
委
員

岡

田

眞

平

戸

大

工

執
行
委
員

原

田

仁

志

平

戸

土
木
工

◎
会
計
監
査

下

川

孝

貴

浦

上

西

配
管
工

会
計
監
査

中

村

太

司

諫

早

大

工

会
計
監
査

大

庭

真

八

佐
世
保
東

設
計
士

執
行
委
員
待
遇

方

山

栄

治

大

浦

青
年
部

◎
執
行
委
員
待
遇

河

内

俊
之
輔

浦

上

西

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

馬

場

ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

山

形

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

小

野

猛

範

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

井

関

一

幸

本

部

専

従

◎
特
別
執
行
委
員

松

園

俊

輔

本

部

専

従

▲東長崎支部
（年間純増 13名）

●組織拡大功労者●
年間5名以上の未加�

�
�
�入仲間を紹介した方

令
和
元
年
度
新
本
部
役
員
（
敬
称
略
）

青
年
技
能
競
技
大
会

上
位
入
賞
者（
９
月
に
全
国
大
会
へ
）

執
行
委
員
長

田
上

一
郎

副執行委員長
井手 保
（西彼支部）

副執行委員長
石田 哲雄

副執行委員長
佐藤 圭介

書記長
西平 博之

書記次長
若杉 孝雄

執行委員
中尾 豊
（西彼支部）

執行委員
柚元 美則

（佐世保北支部）

会計監査
下川 孝貴
（浦上西支部）

執行委員待遇
河内俊之輔
（浦上西支部）

役
員
退
任
（
敬
称
略
）

令和元年度 建設長崎本部役員名簿 ◎新任

●年間拡大目標達成と組織年間純増支部●●組織純増支部●

方山青年部長
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第74回 定期大会に参加して
今年は白熱した大会に

大会への参加は今回で何
度目かになりますが、今年
は修正動議がだされるなど、
例年以上に白熱した大会と
なり、とても勉強になりま
した。
私は昨年から支部の副支
部長へ就任させていただい

ていますが、今日の経験を今後の支部の活性
化へ生かしていきたいと思います。

組織拡大を継続させよう
私は数年ぶりに定期大会
に参加しました。まず感じ
たことが94名の組織純増と
いう明るい議事からのス
タートが大変良かったと思
います。私が所属する大浦
支部も拡大目標達成、年間
純増9名で表彰されました。

なかには10名以上の紹介をしている方もいま
した。組織減少が続いていた時期は何となく
暗い雰囲気でしたが、この勢いを継続させる
ことが大切だと改めて感じました。

魅力のある建設業界へ
何度目かの定期大会への
参加になりますが、毎年参
加者の年齢も上がっている
ように思います。今の職人
の状況では夢が持てないの
で、若い人達にとって魅力
のある建設業界に変えてい
く必要があると感じました。

組合の活性化に協力
今回、初めて建設長崎の
定期大会へ参加しました。
多くの組合員さんが参加さ
れている事もあり、意見等
も多く出ていた様に思いま
す。普段、支部で行ってい
る活動に繋げていけるかは
今後の課題だと感じました。

私も東長崎支部はもとより建設長崎全体が活
性化するような活動をしていきたいと思いま
す。

組合員の取り組む姿勢に感動
初めての定期大会の席で、
各支部の皆さんが組合に対
して真剣に取り組んでいる
姿に感動致しました。また、
皆の力と団結、労働条件の
改善と基に先輩方の貴重な
ご意見を参考にして、今後
の仕事に努めていきたいと
思います。

中央支部
西村 忠光

初参加で勉強になった
今回、初めて参加してみ
て改めて建設長崎がどのよ
うな活動に取り組んでいる
か勉強になりました。
その中で一つ感じたこと
は、約6時間の長い会議
だったのですが、現行の資
料を音読する報告スタイル

でなく、プロジェクターなどを用いて分かり
やすく提案するやり方など検討してみてはい
かがかなと、その方が代議員の方の集中力も
保てるし、また、初めての人や若い人には理
解しやすいのではないかなと思いました。

雲仙以来の大会参加
雲仙開催参加以来、一日
大会になって初めての久し
ぶりな大会参加となりまし
たが、厳しい意見、質問等
が沢山あり、現状の厳しさ
を改めて感じる事が出来ま
した。今後も支部、分会活
動に積極的に協力していき
たいと思います。

時代の変化に柔軟な対応を
例年以上に質疑応答が活
発に行われ、これからは人
口減少で組合員の拡大が困
難になってくると思うので、
組合も時代の変化とともに、
その時世に合わせた組合の
在り方が必要になると思い
ました。

大会参加で多くのことを学べた
今回、初めての大会参加
でした。今まで知らなかっ
た建設業界の情勢などを知
ることができ、多くのこと
を学ぶ非常に良い機会とな
りました。
この大会で学んだことを
糧とし、支部の組織拡大や

行事の参加などに精一杯協力していきたいと
思います。

新執行部に期待
今大会は代議員からの意
見が多く、予定より時間が
掛かっていました。ただ、
質問内容や執行部の答弁を
見ても、有意義な大会だっ
たとは思えませんでした。
もう少し建設的な議論に
なるよう、新執行部には頑
張って頂きたいです。

組合運動で問題解決の糸口を
県下十五支部からの代議
員はじめ多くの参加者の中、
議案について、また組合規
約について活発な討議が行
われ、その熱意と真剣さに
圧倒されました。少子高齢
化に進む中での、仕事確
保・若者の入職者の減少な

ど問題が山積する建設業界ですが、組合運動
の中で、解決の糸口を見つけ出したいものです。

若い方の参加で
もっと盛り上げていきたい

定期大会に参加させて頂
き、改めて活動内容を考え
る良い機会になりました。
また、様々な意見が出て、
とても勉強になりました。
今後は若い方にも積極的に
参加してもらい、盛り上げ
ていけるよう、がんばって
いきたいと思いました。

これまでの経験を活かし、貢献したい
大会に参加させていただ
き、若い世代への交代にあ
たって色々な意見が出てく
る中に、気迫ある場面を経
験させていただきました。
組合員としてこれまでの
経験を通し、団結しこれか
らの組合に貢献したいと思
います。

若年層の組織拡大にもっと力を
ここ数年、組合の組織数
が増加しているとのことで
すが、支部の青年部長とい
う立場からすると、まだま
だ若い世代が少ないように
感じました。
仕事等で若い職人さんと
会う機会もありますので、
自分も組織拡大に向けて努

力していきたいと思います。

支部活動にみんなの力と団結を
今回初めて定期大会に参
加させて頂いたことで、多
くの話を聞き、大変勉強に
なりました。
また、代議員の活発な質
問や意見を聞き、組合に対
しての強い思いを感じまし
た。

私たちの支部も人口減少、高齢化により仕
事の確保、若い組合員の確保の難しさの中、
魅力ある組合・支部・分会の環境を作ること
の大切さを感じています。私も支部分会活動
に今まで以上に協力しなければと思います。

大浦支部
古里 一紀

市南支部
山﨑 昌晴

東長崎支部
寺田 竜彦

浦上西支部
髙木 洋介

浦上東支部
桜田 純兵

西彼支部
相川 雅彦

諫早支部
澤山 浩一

大村支部
石川 浩司

島原支部
本田 岩勝

佐世保中央支部
大水 幸生

佐世保東支部
迎 義則

佐世保北支部
末石 敏雄

北松支部
和田 茂史

平戸支部
永田 量

（敬称略）
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《お申込みのお願い》

巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の 2週間前までに組合
へお願いします。

■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
会場（予定）

建設長崎大村支部事務所
島原文化会館
相浦地区公民館
時津町北部コミュニティセンター

時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
9月29日㈰
10月27日㈰
11月10日㈰
11月24日㈰

選択検査を受診される方は下記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。
受診料金（税込）
1，500円
2，000円
1，200円
無料

選択検査項目
胃がん検査（ペプシノーゲン）

胃がん（ＡＢＣ）検査（ペプシノーゲン＋ピロリ菌）
骨粗しょう症、骨密度検査

喀痰細胞診（肺がん3日間蓄痰）

受診料金（税込）
1，000円
1，500円
2，300円
無料

選択検査項目
前立腺がん検査

子宮頚がん検査（自己採取法）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
大腸がん検査（検便2日分）

（
一
社
）長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

第
七
回
定
期
総
会

協
会
は
、
令
和
元
年
七
月
二

十
五
日
㈭
、
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
に
お
い
て
第
七
回
「
定

期
総
会
」
を
開
催
。

冒
頭
、
里
副
会
長
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
、
北
村
会
長
は
、

「
新
年
度
も
県
・
市
・
町
に
安

定
し
た
公
共
工
事
の
維
持
と
持

続
的
な
予
算
要
請
と
長
崎
県
子

育
て
応
援
住
宅
支
援
事
業
、
市

町
単
独
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
も

助
成
制
度
の
継
続
拡
張
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
リ

フ
ォ
ー
ム
協
会
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
登
録
、

民
法
改
正
や
基
幹
技
能
者
講
習

会
等
、
必
要
な
学
習
会
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と

し
て
、
長
崎
県
土
木
部
の
村
上

真
祥
参
事
監
及
び
長
崎
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
の
山
下
和
孝

専
務
理
事
に
、
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
三
十
年
度

の
事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決

算
報
告
。
ま
た
、
令
和
元
年
度

の
事
業
計
画
（
案
）、
歳
入
歳

出
予
算
（
案
）
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
公
益
目
的
支
出
計
画

の
完
了
予
定
年
月
日
を
延
長
す

る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
伊
藤
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健
康診断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一
度の健康チェックとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、本年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以

上の方（同日現在の加入者で翌年3月31日までに40歳になる方を含
む）で、長建国保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受
診することが出来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間前まで

に組合支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項目申込
者のみ）、検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿蛋白）、
血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査、心
電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）

皆様のお役に立てるよう
頑張りたい

今回初めて定期大会に参
加させて頂きました。建設
業の現状や課題を直で聞く
事ができ、いま何が必要な
のかを考えさせられるとて
も貴重な時間でした。まだ
まだわからない事だらけで
すが、皆様のお役に立てる

ようにがんばっていきたいと思います。

多くの事を学び、経験を積み
たい

初めての定期大会に参加
させていただきました。組
織全体の活動や課題に対し
て討議されている組合員皆
様の姿が印象に残りました。
同時に書記局員として何を
考え、どのように行動をし
なければならないのか改め
て考える機会になりました。

まだまだ未熟ではありますが、多くの事を学
び、経験をしながら、皆様のお役に立てるよ
うに頑張っていきたいと思います。

皆さんの意見に触れる、
貴重な一日に

初めて定期大会に参加さ
せていただきました。支部
の代表である代議員さんの
それぞれの立場での発言を
目の当たりにしました。
私もこれから多くの組合
員さんの意見に触れ、組合
活動に活かしていかなけれ

ばならないと実感することができた、大変貴
重な一日となりました。

特定健診はお済みですか
自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

特特定定健健診診をを
受受けけままししょょうう！！

特定健診対象者の皆様には受診に必要な案内
書（受診券、特定健診実施機関一覧表、質問票）
をお送りしていますので再度ご確認下さい。

尚、紛失された場合は再発行させていただきますので組合までご
連絡下さい。

長建国保に1年以上加入している40～75歳未満の
方で、特定健診受診券の交付を受けている方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医
療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができま
せん。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いしま
す。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査
・肝機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行
います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合が
あります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はありませ
ん。
受診券に記載されている有効期限までに受診して下
さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時
を直接予約すると受診できます。お仕事などで決めら
れた日時に受診できなかったときも再度予約すれば受
診できますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしない
ようお早めに受診いただくことをおすすめします。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

巡回健診の実施について 国保だより

書記局
祝 富広

書記局
松浦 優紀

書記局
田口 文子
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〇〇工務店 TEL 000-000-0000

〇〇工務店へ〇〇工務店へ〇〇工務店へ

A タイプ B タイプ

建設長崎大運動会

中
央
支
部

日
見
分
会
住
宅
デ
ー

〜
一
本
一
本
丁
寧
に
お
客
さ
ん
も
大
満
足
〜

梅
雨
明
け
し
、
夏
の
暑
さ
が

本
格
化
し
て
き
た
七
月
二
十
八

日
、
中
央
支
部
日
見
分
会
で
は

恒
例
の
住
宅
デ
ー
を
開
催
。
日

見
分
会
で
は
芒
塚
公
民
館
と
網

場
漁
協
と
交
互
に
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
網
場
漁
協
を
お
借

り
し
て
の
開
催
で
し
た
。
今
年

は
住
宅
デ
ー
案
内
を
初
め
て
新

聞
折
り
込
み
に
て
お
こ
な
っ
て

お
り
、
お
客
さ
ん
の
反
応
が
ど

れ
ほ
ど
あ
る
の
か
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
し
た
。
し
か
し

受
付
の
主
婦
会
、
包
丁
の

研
ぎ
手
、
す
の
こ
作
成
の

組
合
員
と
準
備
万
端
で
受

付
を
開
始
し
た
も
の
の
、

来
場
者
は
ま
ば
ら
で
、
皆

さ
ん
少
々
物
足
ら
な
い
様

子
で
し
た
が
、
持
ち
込
ま

れ
た
包
丁
は
一
本
一
本
丁

寧
に
研
ぎ
上
げ
、
柄
の
無

い
包
丁
が
来
れ
ば
新
し
い

柄
を
作
っ
た
り
、
ま
た
、

使
い
込
ま
れ
た
ま
な
板
も
新
品

の
よ
う
に
削
り
上
げ
、
訪
れ
た

方
々
も
大
満
足
で
帰
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

終
わ
っ
て
み
れ
ば
例
年
と
変

わ
ら
な
い
く
ら
い
の
受
付
け
数

で
し
た
。
暑
い
中
参
加
さ
れ
た

皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、技能者育
成を支援することを目的に技能者育成基金制度を創設。2018年4月か
ら資格取得による報奨金制度を実施。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ3千～1万円を
全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の方々へ支給します（対
象資格は下表を参照）。

◎申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・2018年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。

資格取得報奨金制度の対象資格・区分
区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級技能士、
一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、第二種）、電気通信主任
技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者

区分2：6，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士、二級施工管理技士、第二種電気工事士、電気主任
技術者（第三種）、電気通信工事担当者、職業訓練指導員免許

区分3：3，000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石のための掘削、
鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、鉛、四アルキル鉛等、木材加工用
機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄
骨の組立て等、木造建築物の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫
化水素危険、有機溶剤、石綿

〈
参
加
者
〉

本
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秋
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光
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正
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幸
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坂
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忠
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山
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廣
造

馬
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秀
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樋
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内
野

計
子

田
森
ス
ミ
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石
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秋
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田
上
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長

主催／長崎県建設産業労働組合
共催／長崎県建設事業国民健康保険組合

（一社）長崎県中小建設業協会

全建総連技能者育成基金制度

資格取得で
報奨金を
GET！

令和元年度・組合員家族慰安

建建設設長長崎崎大大運運動動会会
開催のお知らせ

琴海中部運動公園
（長崎市長浦町）
※雨天の場合は中止

ところ
令和元年
10月20日（日）
午前10時開会

と き

2019年度 技能講習・安全衛生教育実施計画表
建設業労働災害防止協会
長 崎 県 支 部
TEL 095‐820‐7755
FAX 095‐820‐7744

ホームページ 検索建災防長崎県支部

〒850‐0874 長崎市魚の町3‐33
長崎県建設総合会館4階

現場管理者統括管理講習 （諫早3）
小型車両系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）
運転特別教育 （諫早4～5）
施工管理者等の足場点検実務者研修 （上五島10）
地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習

（下五島11～13）
高所作業車運転技能講習 （諫早18～20）

足場の組立て等作業主任者技能講習 （諫早1～2）
総合工事業者のためのリスクアセスメント研修

（長崎4）
車両系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）運転技能講習

（諫早8～10）
職長・安全衛生責任者教育 （諫早16～17）
車両系建設機械（解体用）運転技能講習 （諫早23）
高所作業車運転技能講習 （佐世保29～31）

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習
（諫早6～8）

石綿取り扱い従事者特別教育 （諫早12）
足場の組立等特別教育 （諫早15）
不整地運搬車運転技能講習 （諫早19～20）
型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習

（諫早26～27）
車両系建設機械（解体用）運転技能講習 （諫早3）
フルハーネス型安全帯使用作業特別教育 （諫早6）
高所作業車運転技能講習 （諫早10～12）
小型車両系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）運転特別教育

（佐世保17～18）

（一社）日本クレーン協会
長 崎 支 部

TEL 095‐822‐8929
FAX 095‐827‐8124

ホームページ 検索日本クレーン協会長崎支部

〒850‐0057 長崎市大黒町9‐22
大久保ビル本館3階

床上操作式クレーン運転技能講習 （長崎5～8）
玉掛け技能講習 （佐世保12～14）
玉掛け技能講習 （長崎19～22）
小型移動式クレーン運転技能講習 （諫早26～29）

長崎地区出張特別試験 9月21日㈯ NBC別館�
�
�
・クレーン・デリック運転士（クレーン限定）

�
�
�・移動式クレーン運転士

クレーン運転特別教育 （長崎11・13）
床上操作式クレーン運転技能講習 （佐世保17～19）
小型移動式クレーン運転技能講習 （長崎24～27）

小型移動式クレーン運転技能講習 （佐世保10／31～2）
床上操作式クレーン運転技能講習 （長崎14～17）
玉掛け技能講習 （長崎21～24）
玉掛け技能講習 （佐世保28～30）

小型移動式クレーン運転技能講習 （長崎5～8）
床上操作式クレーン運転技能講習 （佐世保12～14）

（一社）長崎県労働基準協会
各 支 部 実 施

長 崎 支 部 095‐842‐5380
佐世保支部 0956‐42‐0020
諫早大村支部 0957‐46‐5263
北 松 支 部 0956‐73‐1120
島 原 支 部 0957‐65‐0606
対 馬 支 部 0920‐52‐1417
五 島 支 部 0959‐74‐6277
壱 岐 支 部 0920‐47‐4123

[ ]は実施支部

玉掛け技能講習 ［佐世保］［諫早大村］［壱岐］
ガス溶接技能講習 ［長崎］
職長教育・安全衛生責任者教育 ［長崎］
安全衛生推進者養成講習 ［島原］［五島］
KYT（危険予知訓練）研修会1日コース ［佐世保］
低圧電気取扱業務特別教育 ［佐世保］
グラインダ（自由研削といし）取替等業務特別教育 ［対馬］
機械研削といし取替等業務特別教育 ［長崎］
アーク溶接特別教育 ［諫早大村］
巻上げ機（ウインチ）運転特別教育 ［北松］
足場の組立て等作業特別教育 ［長崎］
玉掛け技能講習 ［長崎］［島原］
ガス溶接技能講習 ［諫早大村］［北松］
職長教育・安全衛生責任者教育 ［長崎］
安全衛生推進者養成講習 ［佐世保］［五島］
KYT（危険予知訓練）研修会1日コース ［北松］
アーク溶接特別教育 ［佐世保］
粉じん作業特別教育 ［島原］
足場の組立て等作業特別教育 ［佐世保］

玉掛け技能講習 ［佐世保］［諫早大村］［北松］
ガス溶接技能講習 ［佐世保］
職長教育・安全衛生責任者教育 ［佐世保］［島原］
安全衛生推進者養成講習 ［長崎］［壱岐］
グラインダ（自由研削といし）取替等業務特別教育 ［島原］
アーク溶接特別教育 ［長崎］［北松］
酸素欠乏・硫化水素危険作業特別教育 ［対馬］
玉掛け技能講習 ［長崎］
職長教育・安全衛生責任者教育 ［長崎］［諫早大村］
リスクアセスメント実務研修会 ［佐世保］

本 部 実 施
TEL 095‐849‐2450
FAX 095‐849‐2458

ホームページ 検索長崎県労働基準協会

〒852‐8117 長崎市平野町12‐11
井手ビル2階

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 （佐世保3～5）
安全管理者選任時研修 （島原5～6）
鉛作業主任者技能講習 （長崎10～11）
足場の組立て等作業主任者技能講習 （佐世保25～26）

長崎地区出張特別免許試験 9月21日㈯ NBC会館
・第一種衛生管理者 ・第二種衛生管理者
・潜水士 ・ガス溶接作業主任者 ほか
・発破技士
（一社）長崎県火薬保安協会（095‐823‐4396）

ゼロ災運動KYTトレーナー研修会2日間コース （長崎3～4）
有機溶剤作業主任者技能講習 （長崎29～30）

石綿作業主任者技能講習 （長崎6～7）
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 （長崎12～14）
特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習

（長崎26～27）

安全管理者選任時研修 （佐世保4～5）
有機溶剤作業主任者技能講習 （佐世保11～12）

9月～12月
実
施
者

9月

10月

11月

12月

所
在
地

月

別
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（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第650号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）8月15日発行
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